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化
及
び
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
本
市
の
災
害
医
療

体
制
に
つ
い
て
、
修
正
に
よ
り
強

化
さ
れ
た
取
組
と
、
体
制
の
実
効

性
を
検
証
す
る
た
め
に
実
施
し
た

訓
練
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１

��

災
害
医
療
体
制
の
強
化

❶
総
合
調
整
・
指
揮
機
能
の
強
化

⑴
市
医
療
調
整
チ
ー
ム
の
設
置

　

市
災
害
対
策
本
部
内
に
設
置

し
、
各
区
に
設
置
さ
れ
る
医
療
調

整
班
と
の
調
整
、
医
療
関
係
団
体

等
と
の
調
整
、
神
奈
川
県
医
療
救

護
本
部
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
（
業
務
調

整
員
）
派
遣
に
よ
る
県
と
の
調
整

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
災
害
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱

　

市
や
区
の
災
害
対
策
本
部
が
行

う
医
療
調
整
業
務
に
つ
い
て
、
医

学
的
見
地
か
ら
の
助
言
、
指
示
、

調
整
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
医

師
を
災
害
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。（
横
浜
市

医
師
会
の
医
師
３
名
、
市
内
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
３
名
の
計

６
名
）

⑶
市
及
び
区
の
災
害
医
療
連
絡
会

議
の
設
置

　

災
害
医
療
に
関
係
す
る
機
関
の

連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
平
時
に

は
災
害
医
療
に
関
す
る
意
見
交

換
、
情
報
共
有
を
行
い
、
発
災
時

に
は
、
災
害
状
況
の
変
化
や
推
移

に
合
わ
せ
た
連
携
を
図
る
た
め
の

場
と
し
て
、
定
期
的
に
会
議
を
開

催
し
ま
す
。

⑷
情
報
通
信
体
制
の
整
備
（
図
１

　

情
報
通
信
体
制
）

　

震
災
発
生
時
、
固
定
電
話
や
携

帯
電
話
な
ど
が
使
用
で
き
な
い
場

合
で
も
、
情
報
通
信
手
段
を
複
線

確
保
す
る
た
め
、
衛
星
携
帯
電
話

と
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
を
整
備
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
域
防
災
拠
点
な

ど
の
最
前
線
で
活
動
す
る
医
療
救

護
隊
の
連
絡
手
段
の
確
保
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
、

衛
星
携
帯
電
話
１
８
２
台
、
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
機
１
９
４
台
、
デ
ジ
タ
ル

簡
易
無
線
２
１
７
台
を
、
市
及
び

各
区
医
師
会
、
市
薬
剤
師
会
、
市

歯
科
医
師
会
な
ど
の
医
療
関
連
団

体
や
災
害
拠
点
病
院
、
災
害
時
救

急
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
、
18
区

役
所
な
ど
に
配
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
時
か
ら
２
か
月
に
１
回
、

市
医
療
調
整
チ
ー
ム
、
各
区
の
医

療
調
整
班
、
そ
し
て
関
係
機
関
と

の
間
で
通
信
訓
練
を
実
施
し
、
非

常
時
に
お
い
て
通
信
機
器
が
円
滑

に
運
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

❷
緊
急
度
・
重
症
度
に
応
じ
た
医

療
提
供
体
制
の
構
築
（
図
２　

緊

急
度
・
重
症
度
に
応
じ
た
医
療
提

供
体
制
）

　

重
症
者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機

関
と
し
て
災
害
拠
点
病
院
、
中
等

症
の
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
医
療

機
関
と
し
て
災
害
時
救
急
病
院
、

診
療
所
で
は
軽
症
者
を
受
け
入
れ

る
な
ど
役
割
を
明
確
化
し
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
最
大
限
に
有
効

活
用
す
る
た
め
、
緊
急
度
・
重
症

度
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
ま
し
た
。
被
災
を
免
れ
、
診

療
可
能
な
医
療
機
関
は
、
速
や
か

に
診
療
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

所
定
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
市
民

等
に
診
療
可
能
で
あ
る
こ
と
を
周

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
時
に
は
、
被
害
の

大
き
い
地
域
を
優
先
し
て
集
中
的

　

平
成
28
年
４
月
14
日
、
熊
本
県

熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
一
連
の

地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
生
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

住
民
が
住
居
を
失
い
長
期
の
避
難

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
年
10
月
21
日
に
は
鳥
取
県
中

部
を
震
源
と
す
る
地
震
も
発
生
し

て
お
り
、
近
年
多
発
す
る
大
規
模

地
震
等
に
備
え
て
、
災
害
医
療
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
は
行
政
の
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
災
害
医
療
体
制
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
医
療
支
援
活
動
で
得
ら

れ
た
教
訓
や
、
災
害
医
療
に
基
づ

く
医
療
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方

を
踏
ま
え
、
横
浜
市
医
師
会
、
横

浜
市
病
院
協
会
、
横
浜
市
薬
剤
師

会
、
横
浜
市
歯
科
医
師
会
な
ど
医

療
関
係
団
体
と
約
２
年
間
に
わ
た

る
協
議
を
重
ね
、
平
成
25
年
３
月

の
横
浜
市
防
災
計
画
（
震
災
対
策

編
）
の
修
正
に
反
映
し
ま
し
た
。

災
害
医
療
の
総
合
調
整
及
び
指
揮

命
令
を
司
る
市
医
療
調
整
チ
ー
ム

の
機
能
強
化
や
、
医
療
関
係
団
体

等
と
の
情
報
共
有
を
行
う
災
害
医

療
連
絡
会
議
の
設
置
な
ど
、
市
域

レ
ベ
ル
で
の
関
係
機
関
の
連
携
強

特
集 

《6》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
〜
福
祉
、
医
療
に
関
す
る
備
え

② 

災
害
医
療
体
制
の
強
化

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

に
医
療
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
及

び
業
務
調
整
員
で
１
チ
ー
ム
５
人

か
ら
な
る
医
療
救
護
隊
を
編
成

し
、
巡
回
診
療
の
実
施
や
被
災
状

況
に
応
じ
て
活
動
場
所
を
決
定
す

る
な
ど
、
臨
機
応
変
な
運
用
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

市 区 

医療関係 
機関 

 ・情報収集 
 ・情報共有 
 ・連絡調整 

衛星携帯電話：通話のほか、ＰＣ接続により 
インターネット通信（ＥＭＩＳ）やメールが可能 

ＭＣＡ無線機：個別通話のほか、 
グループ通話、一斉通話が可能 

図１　情報通信体制

吉
元
　
景

医
療
局
医
療
政
策
課 

救
急
・
災
害
医
療
担
当
係
長

執
筆
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❸
医
薬
品
等
の
備
蓄
及
び
供
給
体

制
の
確
保

　

医
療
救
護
隊
が
用
い
る
医
薬
品

は
、
市
薬
剤
師
会
と
協
定
を
締
結

し
、
地
域
の
協
力
薬
局
で
循
環
備

蓄
を
し
て
い
ま
す
。
備
蓄
医
薬
品

で
不
足
す
る
場
合
は
、
協
定
に
基

づ
き
、
薬
局
の
在
庫
医
薬
品
が
医

療
救
護
隊
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
不
足
す
る
場
合
に
は
、
市
内

医
薬
品
卸
会
社
５
社
と
の
協
定
に

基
づ
き
、
供
給
さ
れ
る
仕
組
み
と

し
ま
し
た
。

　

医
薬
品
の
扱
い
は
専
門
的
知
識

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去

の
震
災
に
お
い
て
は
他
都
市
か
ら

の
医
薬
品
救
援
物
資
の
扱
い
に
混

乱
が
生
じ
、
有
効
に
活
用
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
市
内
唯
一
の
薬
学

の
教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る
横
浜

薬
科
大
学
と
平
成
27
年
９
月
に
協

定
を
締
結
し
、
災
害
時
に
お
け
る

医
薬
品
救
援
物
資
の
物
流
拠
点
の

一
元
化
と
適
切
な
集
積
・
管
理
・

仕
分
け
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し

ま
し
た
。

２

��

災
害
医
療
体
制
の
実
効
性

を
確
保
す
る
た
め
の
訓
練
の

実
施

❶
平
成
27
年
度
９
月
１
日
政
府
広

域
医
療
搬
送
訓
練
（
写
真
１　

本

部
運
営
訓
練
）

　

首
都
直
下
地
震
（
都
心
南
部
直

下
型
地
震　

Ｍ
７・３
）
を
想
定
し
、

首
都
直
下
地
震
応
急
対
策
活
動
要

領
等
に
基
づ
く
広
域
医
療
搬
送
に

関
す
る
総
合
的
な
実
動
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

体
制
の
機
能
と
実
効
性
に
関
す

る
検
証
と
、
防
災
関
係
機
関
相
互

の
協
力
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
内
閣
官
房
、
内
閣

府
を
は
じ
め
、
21
団
体
が
参
加
し

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
団
体
・
医
療
機
関
と
の
実

践
的
な
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
Ｍ

Ｃ
Ａ
無
線
に
よ
る
通
信
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
、
被
害
情
報
等
を
収

集
し
分
析
し
た
結
果
を
基
に
し
た

具
体
的
な
戦
術
・
戦
略
の
立
案
が

出
来
た
こ
と
な
ど
評
価
す
べ
き
点

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

❷
平
成
28
年
度
横
浜
市
総
合
防
災

訓
練
（
平
成
28
年
８
月
21
日
実
施
）

（
写
真
２　

救
護
所
で
の
救
護
活

動
の
様
子
）

　

相
模
湾
を
震
源
と
す
る
Ｍ
８
．

１
、
市
内
最
大
震
度
７
の
地
震
発

生
に
伴
い
、
家
屋
の
倒
壊
や
道
路

の
損
壊
を
は
じ
め
と
し
て
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
街
区

で
は
木
造
家
屋
を
中
心
と
す
る
火

災
に
よ
り
、
負
傷
者
が
多
数
発
生

し
た
と
の
想
定
の
も
と
、
実
動
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
の
各
災
害
拠
点
病
院
が
地
震
に

よ
り
イ
ン
フ
ラ
被
害
が
発
生
し
た

想
定
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
広
域

災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
）

の
入
力
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
発
生
し
た
病
院
避

難
に
対
応
す
る
訓
練
と
し
て
、
横

浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
入
院
患
者
を
避
難
さ
せ

る
想
定
で
、
交
通
局
の
バ
ス
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

横
浜
市
医
師
会
も
医
療
救
護
班

と
し
て
訓
練
に
参
加
し
、
事
前
の

打
合
せ
な
ど
も
含
め
て
関
係
機
関

と
災
害
医
療
に
対
す
る
認
識
の
共

有
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
発
生
し
た
震
災
に
は
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
本
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
支
援
活

動
で
得
ら
れ
た
教
訓
や
震
災
で
発

生
し
た
被
害
を
踏
ま
え
て
、
災
害

医
療
体
制
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

構
築
し
た
災
害
医
療
体
制
の
有

効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
各

機
関
が
連
携
し
て
実
践
的
能
力
の

向
上
の
た
め
の
訓
練
の
実
施
、
検

証
、
必
要
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
関
係
機
関
と
の
相
互

理
解
を
更
に
深
め
、
資
器
材
の
習

熟
・
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
市
民

に
対
す
る
啓
発
を
一
層
推
進
し
、

官
民
を
挙
げ
て
災
害
医
療
体
制
を

充
実
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

重症 
生命の危険の可能性
があるもの 

中等症 
生命の危険はないが
入院を要するもの 

軽症 
入院を要しないもの 

  

  

医療 

救護隊 

地域防
災拠点 

地域防
災拠点 

地域防
災拠点 

災害拠点病院 

災害時救急病院 

診療所 

※災害拠点病院以外で災害時 
に負傷者等を受け入れる病院 

１３か所 

４５８か所 

 

 １２１隊編成 

１０２病院 

２２６２医院 

図２　緊急度・重傷度に応じた医療提供体制

写真１　本部運営訓練
　　　　各機関が収集した情報を分析

写真２　救護所での救護活動の様子




